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2021年５月28日、リモート研修会の様子

林 　 紀 行 氏

日本大学法学部公共政策学科准教授
真 庭 市 政 策 ア ド バ イ ザ ー

N o r i y u k i  H A Y A S H I

研修会講師

テキストは全てタブレット配信、
講師との質疑応答もオンラインで行いました
詳細は議会活性化の取組（P５）＆研修会詳細（P20）にて
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令和３年６月第４回真庭市議会６   　会期６月11日 ７月９日～

8億906万円を可決しました
令和３年度６月補正予算

（千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は1９人
・補正予算４件を可決　議案８件を可決
・請願２件を採択

一般会計
特別会計

公営企業会計

８億 ４８１万円
４２５万円

０万円

３２４億 ４４５万円
１２６億 ２８４万円

８１億 ９１０万円

１１.１％減
１.９％増

　４.１％増

６月補正額 対前年比補正後予算額

531億1,639万円531億1,639万円
補正後の全会計予算額

34億8,519万円（6.2％）減34億8,519万円（6.2％）減
対 前 年 比

　
総
務
費
で
は
、
民
間
企
業
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
を

招
へ
い
し
行
政
ｄ
Ｘ
等
を
推
進
す
る

情
報
化
計
画
推
進
事
業
（
企
業
人
材

派
遣
制
度
）
428
万
２
千
円
。
衛
生
費

は
、
集
団
接
種
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
の
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
事
業
１
億
１
，

９
９
７
万
８
千
円
、
２
０
５
０
年
ま

で
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
見
据
え

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
な

活
用
方
法
な
ど
の
調
査
・
検
討
を
行

う
２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
ま
に
わ
構
築
事
業
１
，
０
０
０
万

円
。
商
工
費
で
は
、焼
失
し
た
そ
ば
の

館
を
再
建
し
産
業
振
興
を
さ
ら
に
進

め
る
そ
ば
の
館
整
備
事
業
１
億
６
，

２
０
０
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
市
民

生
活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
消
費
を

喚
起
し
経
済
循
環
を
促
進
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
１
億
２
，

０
０
０
万
円
、市
外
在
住
の
家
族
、親

戚
、
友
人
な
ど
に
真
庭
の
地
域
産
品

を
送
る
こ
と
を
支
援
す
る
真
庭
お
も

い
や
り
事
業
１
，
８
０
０
万
円
、
飲

食
店
等
の
感
染
症
対
策
に
係
る
経
費

を
補
助
す
る
飲
食
店
等
コ
ロ
ナ
対
策

応
援
事
業
１
，
５
０
５
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計　

主
な
歳
出

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
を
実
施

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
を
実
施

６月議会の会議録は９月上旬、ホーム
ページ及び議会事務局で閲覧できます

（千円を四捨五入）

単位：万円令和３年度６月補正会計別予算集計表
６月補正額
80,481

0
0

50
0

0
0

376
0

425
0
0
0

0

80,906

補正後予算額
3,240,445

515,723
76,380

641,737
5,108

6,237
1,964
1,129

12,005
1,260,284

252,425
384,782
173,703

810,910

5,311,639

会　計　名
一　般　会　計

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）
浄化槽事業特別会計
津黒高原観光事業特別会計
クリエイト菅谷事業特別会計
温泉事業特別会計

特別会計合計
水道事業会計
下水道事業会計
国民健康保険湯原温泉病院
事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計



な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
真
庭

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

真
庭
市
全
体
的
の
子
ど

も
・
子
育
て
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
の
か
。

総
合
戦
略
で
示
し
て
い

る
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

あ
り
、
今
後
は
定
例
で
の
開
催

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
は
特
に
、
幼
児
教
育

施
設
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
久
世
地
区
の
幼
児
教
育

施
設
の
整
備
も
含
め
て
、
こ
の

会
議
で
検
討
し
て
い
く
。
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生
ご
み
等
資
源
化
施
設
整
備

工
事
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。契
約

金
額
は
38
億
１
，
７
０
０
万
円

で
、
契
約
の
相
手
方
は
㈱
西
原

環
境
・
梶
岡
建
設
㈱
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
で
す
。

　

な
お
、
工
事
契
約
に
つ
い
て

は
、
5
月
24
日
付
け
で
仮
契
約

を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
は
１
社
し
か
無
か
っ

た
の
か
。

当
初
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
７
社
が
興
味
を
示

し
た
が
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、結
果
的
に

応
募
が
有
っ
た
の
は
１
社
の
Ｊ

Ｖ
の
み
と
な
っ
た
。

　

こ
の
１
社
と
特
命
随
意
契
約

を
し
た
の
で
は
な
い
。

▼
議
案
に
賛
成
し
た
議
員

緒
形
尚
、
伊
賀
基
之
、
黒
川
愛
、

淺
野
和
昭
、𠮷
原
啓
介
、福
島
一

則
、
柴
田
正
志
、
妹
島
弘
和
、
森

田
敏
久
、
大
月
説
子
、
伊
藤
義

則
、
西
田
文
子
、
氏
平
篤
正
、
長

尾
修
、
入
澤
廣
成
、
庄
司
史
郎
、

小
田
康
文
、岩
本
壯
八
、妹
尾
智

之
、
古
南
源
二
、
中
尾
哲
雄
、
森

脇
正
和

▼
議
案
に
反
対
し
た
議
員

加
藤
大
悟
、河
部
辰
夫

（
議
席
番
号
順
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結赤野に建設予定の生ゴミ等資源化施設　イメージ図

子育て環境の向上を

６月定例会

主な

議決
内容

Q：Question=問　A：Answer=答

A

A

Q

Q

地
方
財
政
の

地
方
財
政
の

充
実・強
化

充
実・強
化

請
願【

採
択
】

　

真
庭
市
で
は
、
若
年
女
性
の

減
少
、
出
生
数
の
減
少
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、

真
庭
市
総
合
戦
略
で
示
す
具
体

的
な
施
策
を
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
サ
イ

ク
ル
を
適
切
に
回
し
、
施
策
の

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
の
向
上

に
お
け
る
幼
児
教
育
施
設
の
整

備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
真

庭
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
整
備
計
画

に
基
づ
き
、調
査
、審
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
く

必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
を

持
っ
た
方
々
の
参
画

に
よ
り
、
意
見
を
聞

き
、
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
こ
の
た

び
、
真
庭
市
の
附
属
機

関
と
し
て
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
設
置

し
、
同
会
議
の
組
織
及

び
運
営
に
関
し
必
要

　
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
」請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。社
会
保
障
・
防
災
・
環
境
・
地

域
交
通
・
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
等
、

増
大
す
る
地
方
自
治
体
の
財
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
更
な

る
地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
国

に
求
め
る
も
の
で
す
。審
査
の
結

果
、
全
会
一
致
で
採
択
し
、
意
見

書
を
内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣

な
ど
８
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
を

図
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
」

の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
学・
高
校
ま
で
35
人
学
級
に
す

る
こ
と
、
義
務
教
育
費
の
国
庫

負
担
率
の
引
き
上
げ
な
ど
を
国

に
求
め
る
も
の
で
す
。審
査
の
結

果
、
全
会一致
で
採
択
し
、
意
見

書
を
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
６
人

に
提
出
し
ま
し
た
。

真
庭
市
子
ど
も・

子
育
て
会
議
条

例
の
制
定

教
職
員
定
数
の

教
職
員
定
数
の

改
善
改
善

【
採
択
】



予 算予 算
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６月定例会

１．福祉避難所感染対策緊急支援事業
650万円

２．新型コロナウイルス予防接種事業
1億1,998万円

３．真庭おもいやり事業　 　　 　　　  1,800万円
４．プレミアム付商品券事業

1億2,000万円
５．飲食店等コロナ対策応援事業

1,505万円
６．小・中学校施設整備事業 （トイレ改修）

1億3,027万円

７．学校給食地産地消推進事業　　　      192万円
８．消防団用装備品購入事業　　　　   4,683万円

9．落合垂水地区雨水対策調査事業　    1,761万円
10．2050カーボンニュートラルまにわ構築事業

1,000万円
11．そばの館整備事業　　　　　   1億6,201万円
12．小規模農家支援事業　　　　　　　 400万円
13．高校魅力化推進事業　　　　　　　 730万円
14．文化財収蔵施設整備事業　　　　  4,145万円

15.新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援
金支給事業　　　　　　　　 　 　 　 1,004万円

（金額は補正額・千円を四捨五入）

　7月5日、議長を除く23人の議員で予算審査特別委員会が開催され、
補正予算の概要について各部局長、課長等から説明があり、委員から多
くの質問があった後、すべて原案どおり可決しました。
一般会計 補正後予算額324億445万円

令和３年度
６ 月 補 正

委員長
妹尾智之 副委員長

加藤大悟

６月補正主要事業 前年比11.1％減

蒜山集団接種の様子

小・中学校トイレ洋式化率100％になります

収蔵施設として改修する旧阿口小学校

地元食材で児童生徒を応援

真庭市消防団新基準活動服（イメージ）



　
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
平
成
28

年
12
月
の
真
庭
市
議
会
活
性
化
推
進
特
別

委
員
会
調
査
報
告
書
に
お
い
て
15
項
目
の

議
会
活
性
化
策
が
示
さ
れ
、
平
成
29
年
度

に
議
会
活
性
化
推
進
検
証
部
会
・
議
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
会
を
設
置
し
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
31
年
４
月
に
議
会
役
員
改

選
は
あ
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
検
討
組

織
は
議
会
運
営
委
員
会
が
担
い
、
議
員
全

員
で
議
会
活
性
化
を
推
進
し
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
世
界
中
が
揺
ら
い
だ
年

で
あ
り
、議
会
活
動
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中

止
や
延
期
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
異
例
の
年

と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
こ
の
感
染
症
の
猛

威
が
い
つ
収
束
す
る
か
見
通
せ
な
い
状
況

下
に
あ
っ
て
、環
境
変
化
へ
の
対
応
も
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
引
き
続
き
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
社
会

情
勢
等
の
変
化
に
よ
り
、
新
た
に
生
ず
る

市
政
の
課
題
に
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
、
議
員
の
資
質
向
上
は
も
と
よ
り
、

情
報
の
公
開
に
つ
と
め
、市
民
参
加
を
推
進

し
、議
会
機
能

を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま

す
。
議
会
と
し

て
、
市
民
の
負

託
に
応
え
ら

れ
る
議
会
活

動
、議
員
活
動

の
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き

積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
Ｐ
22
に
部
会

長
あ
い
さ
つ
）
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６月定例会

　早稲田大学マニフェスト研究所は、６月１日、都道府
県や市区町村を含めた「議会改革度調査2020」ラ
ンキングTOP300を公開しました。
　同研究所が全地方議会に送付したアンケート回答
内容に基づき、全国の議会改革がどのような状況・傾
向にあるか、数値で確認する客観的指標として2010
年以降毎年発表しているものです。
　調査においては、議会が果たすべき役割として次
の3つ観点から改革度合いを数値化し、ランキング付
けがされています。

（1)情報共有（本会議等の議事録や活動費等の公開
具合と検証）

（2）住民参画（傍聴のしやすさ、議会報告会等の実 
施、住民意見の聴取）

（3）議会機能強化（議会本来の権限・能力を発揮する
ための機能強化状況）
　アンケート回答のあった1,404議会中、改革の取
り組み度を表す順位で真庭市は第100位（前年は第

115位）となりました。
　岡山県内の議会では、岡山県議会が第42位、岡山
市議会が第79位、備前市議会が第200位、井原市
議会が第281位にランクインしています。ちなみに、第
１位はコロナ禍でこれまでにない議会運営が求めら
れた中で、「オンライン議会」への取り組みを進めた茨
城県取手市議会でした。

議
会
活
性
化
に
つ
い
て

議
会
改
革
は「
住
民
福
祉
の
向
上
」

「議会改革度2020」ランキング発表
真庭市は全国第100位に

【個別項目評価】

総合順位 第100位　
1,404
議会中

情報共有
住民参画
議会機能強化

第307位
第222位
第  61位

▶
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
会

長尾 妹島 淺野 森田 氏平西田

▶
議
会
活
性
化
推
進
検
証
部
会

福島 森脇 入澤 加藤 古南伊藤



60
％
以
上
の
減
で
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

■
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
発
着
場

　
警
防
課
か
ら
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
発
着

場
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
５
月
末
現
在
真
庭
市
に
は
29
カ
所
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
年
間
30
～
40
回
の
使

用
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、蒜
山
の
津
黒
高
原

ス
キ
ー
場
と
、
北
房
の
コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
近
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
申
請

す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

■
市
債
権
収
入
額
等
の
推
移

　
債
権
回
収
対
策
課
か
ら
収
入
額
・
収
入

未
済
額
の
推
移
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度

に
は
10
億
円
以
上
あ
っ
た
が
、
令
和
元
年

度
に
は
、
３
億
９
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

《

総

務

部

》

《
消
防
本
部
》

「CENTRAL GARDEN MANIWA」を使用した制作物

ヘリコプター離発着場　消防本部

　
本
委
員
会
は
、５
月
31
日
に
開
催
し
、各

担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

■
真
庭
市
共
生
社
会
推
進
基
本
方
針
の
策

　
定
・
共
生
社
会
の
推
進

　
総
合
政
策
課
か
ら
真
庭
市
共
生
社
会
推

進
基
本
方
針
の
策
定
及
び
共
生
社
会
の
推

進
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
基
本
方
針
と
し
て
、
人
生
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
自
分
が
選
ぶ
自
由
を
保
障
し
、
そ

の
決
定
（
選
択
）
を
尊
重
で
き
る
（
応
援

し
あ
う
）
社
会
と
い
う
こ
と
で
定
義
づ
け
、

理
念
と
し
て
、
①
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

②
お
互
い
を
認
め
合
う
、
③
地
域
社
会
の

中
で
は
だ
れ
で
も
が
役
割
が
あ
る
と
い
う

中
で
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
全
て
の
政

策
・
施
策
・
事
務
事
業
を
共
生
社
会
の
観

点
で
点
検
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

　
市
民
一
体
と
な
っ
た
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
、
共
生
社
会
推
進
市
民
会
議
（
仮

称
）
の
立
上
げ
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
と
地
域
内
経
済

循
環
に
資
す
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
基
盤
の
導

入
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
具
体
的
な
事
業
は
、
５
年
と
か
10
年
で

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
り
、
進
捗
管
理

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

ど
う
い
っ
た
形
で
市
民
会
議
を
作

り
上
げ
て
い
く
の
か
。

体
制
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
協
議

し
て
い
く
。
市
民
の
方
に
入
っ
て
い

た
だ
き
、
真
庭
市
と
し
て
目
指
し
て
い
く

も
の
を
意
識
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　
秘
書
広
報
課
か
ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
「CEN

TRA
L 

G
A

RD
EN

 M
A

N
IW

A
」
を
作
成
し
た

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
、
名
刺
や
封
筒
、
広
報
紙
や
計
画

書
な
ど
、
真
庭
市
の
印
刷
物
の
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
活
用
し
て
い
く
。
市
民
に
も
デ
ザ

イ
ン
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

※
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・・・

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
、
理
念
な
ど
を
ロ

ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
構
成
要
素

で
視
覚
的
に
表
現
し
た
も
の
。

《
総
合
政
策
部
》
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本
委
員
会
は
、６
月
１
日
に
開
催
し
、各

担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

■
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用

　
助
成
事
業

　
健
康
推
進
課
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
定
期
接
種

は
、
小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
の

女
子
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
疼
痛
な
ど

の
副
反
応
が
特
異
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
25
年
度
９
月
よ
り
積
極
的

な
接
種
勧
奨
は
差
し
控
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
度
、
個
別
通
知
に
よ
る
周
知
を

行
う
よ
う
、
改
め
て
国
か
ら
の
通
知
を
受

け
、
定
期
接
種
期
間
の
最
終
学
年
に
当
た

る
高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
に
対
し
て
、

本
年
２
月
に
個
別
通
知
を
実
施
し
た
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

接
種
完
了
に
は
最
短
で
６
カ
月
を
要

す
る
こ
と
や
、
定
期
接
種
期
間
経
過
後
は

全
額
自
己
負
担
に
な
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
が
接
種
を
諦

め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
定
期
接
種
期

Q：Question=問　A：Answer=答7

間
を
経
過
し
た
高
校
２
年
生
ま
た
は
２

年
生
相
当
の
女
子
を
対
象
と
し
て
接
種

費
用
の
全
額
を
公
費
で
負
担
す
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ

　
ン
接
種
の
状
況

　
一
般
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
接
種

状
況
は
、
６
月
１
日
時
点
で
の
予
約
件
数

は
延
べ
２
９
，２
９
６
回
分（
約
88.8
％
）で
、

７
月
末
ま
で
は
85.0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防

接
種
事
業
費
１
億
１
，
９
９
７
万
8
千
円

を
計
上
し
て
、
個
別
接
種
と
集
団
接
種
を

進
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

接
種
予
約
の
た
め
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
混
雑
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

65
歳
未
満
の
対
象
者
へ
の
接
種
券

送
付
は
、接
種
順
位
を
検
討
し
て
段

階
的
に
送
付
す
る
の
で
、
前
回
ほ
ど
は
混

雑
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

■
蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
企
画
事
業

　

７
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
蒜
山

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
人
と
自
然
の
共
存
が

体
感
で
き
る
文
化
芸
術
に
関
す
る
作
品
等

の
展
示
を
年
３
回
程
度
開
催
し
ま
す
。
第

《

生

活

環

境

部

》

《
健
康
福
祉
部
》

A Q

蒜山ミュージアム隈研吾氏の作品

１
回
目
は
、
隈
研
吾
氏

の
建
築
模
型
等
の
展
覧

会
を
行
い
ま
す
。２
回
目

も
、今
年
、東
京
の
国
立

近
代
美
術
館
で
開
催
さ

れ
る
隈
研
吾
展
の
出
品

作
品
の
一
部
を
展
示
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、企
画
展

示
等
を
行
う
こ
と
に
合

わ
せ
て
、説
明
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

１
回
目
が
７
月

15
日
か
ら
10
月

10
日
ま
で
、２
回
目
は
10

月
末
か
ら
を
予
定
し
て

い
る
。

　

３
回
目
に
つ
い
て
内

容
は
未
定
だ
が
、
現
代

ア
ー
ト
作
品
を
テ
ー
マ

に
来
年
３
月
頃
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

開
催
期
間
は
。

A Q



ム
を
用
い
て
推
計
し
、
必
要
数
を
確
保
し

た
う
え
で
、老
朽
化
し
て
い
る
住
宅
は
、順

次
用
途
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
営
住
宅
の
今
後
の
方
針
と
し

て
次
の
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
老
朽
化
し
て
募
集
を
停
止
し
て
い
る

住
宅
は
用
途
廃
止
（
随
時
取
壊
し
）

２
．
募
集
中
の
住
宅
は
、
小
修
繕
し
な
が

ら
計
画
的
に
長
寿
命
化
改
善
を
し
て
維
持

修
繕
及
び
改
善
に
つ
い
て
は
、
財
政
負
担

を
考
慮
し
可
能
な
限
り
平
準
化

３
．
新
た
な
公
営
住
宅
整
備
は
し
な
い

　

こ
の
協
定
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化

と
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
両
立
の
た

め
、
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

に
つ
い
て
、市
が
仲
介
役
と
な
り
、森
林
所

有
者
と
担
い
手
を
繋
ぐ
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
の
一
環
で
、

森
林
所
有
者
か
ら
経
営
管
理
を
委
託
さ
れ

た
市
が
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
に
つ

い
て
は
民
間
に
再
委
託
を
お
こ
な
い
、
作

業
の
経
費
を
差
し
引
い
た
う
え
で
所
有
者

に
還
元
を
お
こ
な
う
と
の
こ
と
で
す
。

林
業
管
理
に
不
適
切
な
山
に
つ
い

て
は
市
が
管
理
す
る
の
か
。
森
林
信

託
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

管
理
で
き
な
い
山
に
つ
い
て
も
、
相

談
し
な
が
ら
実
施
す
る
。森
林
信
託

に
つ
い
て
は
、
よ
り
良
い
方
向
と
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

■
真
庭
市
場
の
手
数
料

　

農
業
振
興
課
よ
り
、
９
月
か
ら
真
庭

市
場
の
販
売
手
数
料
を
現
行
の
25
％
か
ら

５
％
ア
ッ
プ
し
、
30
％
と
す
る
こ
と
に
伴

う
「
真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事

業
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
内
直
売
所
間
で
の
流
通
や
、
関
西
圏

へ
の
農
作
物
の
販
路
拡
大
に
よ
り
、
市
内

出
荷
者
の
継
続
的
な
所
得
の
向
上
を
推
進

　
本
委
員
会
は
、６
月
２
日
に
開
催
し
、各

担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

■
森
林
経
営
管
理
が
ス
タ
ー
ト

　
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、
真

庭
市
と
真
庭
森
林
組
合
が
４
月
21
日
に
協

定
し
た
森
林
管
理
実
施
権
設
定
調
印
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

す
る
た
め
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
負
担

額
の
１
／
２
と
な
る
2.5
％
を
補
助
す
る
と

い
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

販
売
手
数
料
の
増
率
は
必
要
な
の

か
。
増
率
に
よ
っ
て
生
産
者
は
収
入

が
減
る
の
で
は
な
い
か
。

手
数
料
は
平
成
24
年
か
ら
25
％

だ
っ
た
が
、
消
費
税
額
も
上
が
り
、

人
件
費
、
移
送
費
も
高
騰
し
て
い
る
。
生

産
者
の
方
に
も
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

守
山
店
の
売
り
上
げ
も
上
が
っ
て
お
り
、

生
産
者
は
今
ま
で
売
れ
ず
に
捨
て
て
い

た
も
の
が
お
金
に
な
り
、
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

■
市
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

　
都
市
住
宅
課
か
ら
、
市
営
住
宅
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
３
月
末
で
団
地
数
50
団

地
、
全
体
戸
数
635
戸
。
こ
の
う
ち
入
居
募

集
停
止
と
し
て
い
る
団
地
が
24
団
地
、
310

戸
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
、
10
年
後
に
お
け
る
公
営
住
宅

の
必
要
戸
数
を
国
土
交
通
省
の
プ
ロ
グ
ラ

《
産
業
観
光
部
》

《

建

設

部

》
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小修繕を終えた市営原方新住宅

整備された森林

Q：Question=問　A：Answer=答



　
昨
年
、
コ
ロ
ナ
特
別
融
資
を

利
用
さ
れ
た
人
は
２
０
２
３
年

よ
り
本
格
的
な
返
済
が
始
ま

る
。
経
済
的
に
厳
し
く
な
る
と

予
想
さ
れ
る
事
業
者
の
支
援
の

一
つ
と
し
て
、
真
庭
市
商
工
業

融
資
制
度
の
利
子
を
真
庭
市
で

補
充
し
、
無
利
子
の
融
資
と
す

る
。
ま
た
、
700
万
円
の
限
度
額

の
枠
を
増
や
す
と
い
っ
た
取
組

が
で
き
な
い
か
。

　

国
の
制
度
が
中
心
で
十
分
賄

え
て
い
る
。
実
質
無
利
子
の
融

資
度
を
作
ろ
う
か
と
検
討
し
た

が
、
そ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
二

重
三
重
に
混
乱
す
る
こ
と
を
し

て
も
意
味
が
な
い
の
で
作
ら
な

か
っ
た
。し
か
し
経
済
情
勢
が
変

わ
る
可
能
性
も
あ
り
、
真
庭
商

工
会
、
事
業
者
の
意
見
を
聞
く

機
会
を
作
っ
て
い
き
適
切
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。

　

市
内
の
視
覚
障
が
い
者
で
、

視
力
が
0.01
以
下
の
１
級
の
人
が

39
人
お
ら
れ
る
。視
覚
障
が
い
者

の
生
活
圏
に
あ
る
信

号
機
に
音
の
出
る
装

置
を
取
り
付
け
、
交
通

の
安
全
を
確
保
し
、
社

会
参
加
し
や
す
い
基

盤
を
作
る
。
共
生
社
会
の
推
進

に
向
け
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
社
会
環
境
の
整
備
が
で

き
な
い
も
の
か
伺
う
。

　

音
が
ず
っ
と
出
る
の
で
近
隣

の
住
民
同
意
を
要
す
る
。
必
要

な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
公
安
委
員

会
に
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
間
に
入
っ
て
い
く
。

信
号
機
に
つ
い
て
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
を
目
指
す
中
で
や
っ

て
い
く
。

　
人
口
減
少
対
策
に
総
力
を
挙

げ
全
て
の
施
策
を
展
開
す
る
と

し
て
い
た
が
今
年
度
の
市
長
の

所
信
表
明
で
は
、
人
口
減
少
に

適
応
し
た
社
会
構
造
を
作
っ
て

い
く
、
と
大
き
な
方
針
転
換
を

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
①
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

取
組
の
成
果
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

　
②
人
口
減
少
に

対
す
る
方
針
は
変

わ
っ
た
の
か
。

　

①
人
口
の
年
齢
構
成
比
率
、

人
口
減
少
も
大
体
想
定
通
り
で

あ
る
。
た
だ
、若
い
女
性
が
帰
っ

て
く
る
率
が
低
い
。

　

②
人
口
減
少
に
対
す
る
方
針

は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中

で
も
新
た
な
産
業
団
地

を
造
成
し
、
企
業
誘
致
、

研
究
所
の
誘
致
等
に
備

え
る
と
い
っ
た
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

前
に
調
査
を
し
た
が

適
地
が
な
い
の
と
、
単
価

が
全
く
合
わ
な
い
。
今
の

産
業
団
地
は
坪
２
万
円

ち
ょ
っ
と
で
売
っ
て
い
る

が
、
造
っ
た
ら
10
万
円
を

超
え
る
。
学
校
の
廃
校
だ

と
か
既
存
の
工
場
敷
地
、
住
宅
敷

地
を
う
ま
く
使
っ
て
い
く
こ
と
が

現
実
的
で
あ
る
。

　

情
報
通
信
基
盤
を
生
か
し
て

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
産
業
分
野
の
人

材
、
企
業
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

誘
致
に
取
組
み
、
高
付
加
価
値

を
持
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
自
分

が
業
を
起
こ
し
、
数
人
で
創
造
性

の
あ
る
も
の
を
や
っ
て
い
く
ほ
う

が
、
む
し
ろ
大
切
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。

真庭産業団地　北区域
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太田昇市長

三ツ宗宏教育長

答弁者

６
月
定
例
会
の
議
事
録
は
９
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

真庭市議会
６月定例会

一
般
質
問
の
記
事
は
、代
表

質
問
は
１
２
０
０
字
、個

人
質
問
は
800
字
以
内
で
質

問
し
た
議
員
本
人
が
ま
と

め
て
い
ま
す
。

会
派
代
表
質
問

問柴
田
正
志

柴
田
正
志

真
和
会
代
表

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一般質問

真
庭
市
独
自
の
無
利

子
の
融
資
制
度
を

視
覚
障
が
い
者
用
の

信
号
機
の
拡
充
を

新
た
な
産
業
団

地
の
検
討
は

人
口
減
少
対
策
は

問

問

問



　
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
「
真

庭
市
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。
近
年
地
球

温
暖
化
に
よ
る
為
か
各
地
に
お

い
て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
集

中
豪
雨
の
被
害
が
多
発
し
て
い

る
。
落
合
地
区
の
河
内
川
は
川

幅
も
狭
く
上
流
域
に
あ
る
産
業

団
地
か
ら
の
流
入
水
で
す
ぐ
に

水
か
さ
が
増
し
、
家
屋
の
浸
水

被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
流
域

も
長
く
多
く
の
対
象
家
屋
が
あ

り
、梅
雨
、台
風
シ
ー
ズ
ン
を
控

え
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
。
対

策
を
伺
う
。

　

河
内
川
は
旭
川
水
系
の
一
級

河
川
で
県
の
管
理
で
あ
る
。
真

庭
市
も
協
力
し
な
が
ら
浚
渫
の

促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
真
庭
市
の
県
立
高
校

に
つ
い
て
は
毎
年
の
よ
う
に
定

員
割
れ
の
状
態
で
、
回
復
の
兆

し
が
見
え
な
い
。
全
く
魅
力
の

防
災
危
機
管
理
対
策
は

問

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
は
、
個
人
を
守
る
と
同

時
に
社
会
全
体
の
感
染
抑
止
に

つ
な
が
る
。
接
種
の
機
会
と
場

所
を
増
や
す
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
高
齢
者
接
種
を
巡
っ
て

政
府
は
７
月
末
ま
で
に
接
種
完

了
を
目
指
し
て
い
る
。
真
庭
市

に
お
い
て
は
、
２
回
目
の
完
了

は
予
定
通
り
７
月
末
で
終
了
す

る
の
か
。
ま
た
希
望
者
、
若
い

人
、
市
民
全
員
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
完
了
予
定
は
い
つ
頃
に
な
る

の
か
伺
う
。

　

６
月
23
日
、
報
告
が
入
っ
て

い
る
１
回
目
の
接
種
率
が
62.7
％

２
回
目
の
接
種
率
が
29.8
％
、
７

月
末
ま
で
に
高
齢
者
の
接
種
を

終
え
る
目
処
が
立
っ
た
。
64
歳

以
下
の
方
へ
の
接
種
券
の
送
付

に
つ
い
て
は
、も
う
既
に
配
布
の

発
送
を
始
め
て
い
る
。と
に
か
く

安
全
に
円
滑
に
迅
速
に
と
い
う

こ
と
で
、で
き
る
限
り
早
く
接
種

を
終
え
て
い
き
た
い
。

な
い
学
校
に
な
っ
て
い
る
。
校

地
統
合
が
な
さ
れ
、
教
育
を
受

け
る
場
が
少
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
教
育
環
境
の
低
下
に
繋

が
る
心
配
が
あ
る
。

　
何
が
原
因
で
そ
う
な
っ
た
の

か
、
ま
た
魅
力
あ
る
高
等
学
校

と
し
て
、
他
の
地
域
か
ら
来
て

も
ら
え
る
学

力
の
向
上
の

方
策
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　

高
校
の
魅

力
化
に
つ
い
て

校
地
統
合
に

よ
り
生
徒
の

学
び
の
場
が

減
少
し
て
い

く
こ
と
は
、
生

涯
切
れ
目
の

な
い
教
育
を

推
進
し
て
い

く
と
い
う
立

場
の
教
育
委

員
会
に
と
っ
て

も
、
こ
れ
は
重

要
な
問
題
で

あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

定
員
割
れ

や
校
地
再
編

の
原
因
は
、
一

番
は
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の

減
少
で
あ
る
と
思
う
。

　

人
材
教
育
に
必
要
な
お
金
は

か
け
る
。
人
材
育
成
の
た
め
全

力
を
あ
げ
て
や
っ
て
い
く
と
い

う
決
意
を
表
明
す
る
。

　
真
庭
市
共
生
社
会
推
進
方
針

の
も
と
、
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
原
点
で
あ
る
一
人
ひ
と
り

の
暮
ら
し
を
大
切
に
し
つ
つ
、

す
べ
て
の
市
民
が
相
互
に
尊
重

し
、
共
に
生
き
る
地
域
の
実
現
、

つ
ま
り
「
共
生
の
地
域
社
会
ま

に
わ
」
の
実
現
を
目
指
す
と
表

明
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
実
現
の
た
め
の
課
題
は

何
か
。

　

基
本
方
針
で
人
の
心
、
人
の

行
動
、
社
会
の
制
度
、
社
会
基

盤
の
四
つ
の
観
点
ご
と
に
、現
状

と
課
題
を
こ
の
基
本
方
針
で
明

記
し
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く

の
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い

う
こ
と
だ
が
、
私
は
日
本
国
憲

法
の
理
念
、
個
人
の
尊
厳
を
基

調
と
し
て
い
る
。
全
て
の
人
が

当
事
者
と
し
て
共
生
の
理
念
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、
実
感

を
持
っ
て
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
な
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一般質問

問中
尾
哲
雄

中
尾
哲
雄

み
ん
な
の
会
代
表

問庄
司
史
郎

庄
司
史
郎

森
真
会
代
表

授業風景　勝山中学校

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

学
力
の
向
上
の
方
策
は

共
生
の
地
域
社
会
ま

に
わ
実
現
の
課
題
は

問



け
れ
ば
、
行
政
が
幾
ら
唱
え

て
も
ダ
メ
。
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
自
分
事
と
し
て
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て

高
等
学
校
を
位
置
付
け
、
市
と

し
て
の
支
援
や
関
与
方
針
を
総

合
教
育
会
議
や
教
育
振
興
基
本

計
画
の
改
訂
の
議
題
と
し
な
が

ら
、
専
門
家
も
交
え
て
議
論
す

る
と
し
て
い
る
。

　
真
庭
高
校
は
生
徒
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。
看
護
科
生
徒
の

確
保
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
白

梅
寮
の
改
築
を
議
題
と
し
て
議

論
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　

県
立
高
校
で
あ
る
以
上
、
県

が
責
任
を
も
っ
て
と
い
う
、こ
の

姿
勢
は
何
と
か
と
い
う
思
い
は

あ
る
が
、こ
れ
ば
っ
か
り
言
っ
て

も
仕
方
な
い
。

　

白
梅
寮
問
題
も
含
め
て
、
高

校
の
魅
力
化
推
進
事
業
と
い
う

も
の
を
文
科
省
か
ら
と
れ
た
の

で
、
そ
れ
も
含
め
て
高
校
の
魅

力
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
く
。

　
子
育
て
世
代
の
方
に
、
真
庭

で
産
み
育
て
た
い
と
思
っ
て
、

移
り
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

地
域
に
す
る
た
め
に
は
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要

で
、
幼
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る

空
間
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

外
遊
び
を
さ
せ
て
や
り
た
い
と

思
っ
た
時
、
い
つ
で
も
す
ぐ
行

け
る
公
園
は
子
育
て
中
に
は

大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
今

後
、
こ
う
い
っ
た
ミ
ニ
公
園
の

整
備
を
行
っ
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

　

ミ
ニ
公
園
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
。特
に
市
街
地
の
と
こ
ろ

で
、家
が
除
却
さ
れ
て
空
い
て
い

る
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
災
害
対

策
と
か
、延
焼
対
策
と
か
と
い
う

こ
と
も
意
識
し
て
、ミ
ニ
公
園
化

と
い
う
の
も
一
つ
か
と
思
っ
て

い
る
。

　

新
し
く
開

発
さ
れ
た
団

地
の
と
こ
ろ

は
、
開
発
業
者

の
負
担
も
含

め
て
、
大
体
宅

地
開
発
す
る

と
、
開
発
事
業

者
が
そ
の
面

積
に
応
じ
て

公
園
を
造
る

と
い
う
の
が
常

識
。
真
庭
の
場

合
、
そ
の
辺
が

遅
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と

も
含
め
て
、
ミ

ニ
公
園
化
を

考
え
て
い
く
。
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一般質問

福島 𠮷原 淺野 黒川 伊賀 緒形

西田
質問席

答弁席

河部 森脇 中尾
加藤

古南 小田

大月 妹島

柴田森田

入澤庄司 長尾

伊藤 妹尾 岩本
氏平

６月定例会は、計19議員が一般質問を行いました。
８年ぶりの大人数による質問でした。

落合垂水木ッズ広場　落合総合センター

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

子
育
て
環
境
整
備
と

し
て
ミ
ニ
公
園
を

問

問 真
庭
高
校「
白
梅
寮
」

の
改
築
の
議
論
を
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い
ま
住
宅
業
界
で
は
、
梁
や

柱
な
ど
に
使
う
木
材
の
需
給
が

逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
、
価
格
が
急
激
に
高

騰
し
大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
お

り
、
こ
う
し
た
現
象
は
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
の
住
宅

ロ
ー
ン
金
利
の
低
下
や
、在
宅
勤

務
の
浸
透
な
ど
が
住
宅
需
要
の

拡
大
の
要
因
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
国
産
材
に
お
い
て
も
、県
森

連
勝
山
支
所
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
昨
年
と
今
年
の
６
月
の
比
較

で
ス
ギ
110
％
、ヒ
ノ
キ
154
％
、特

に
ヒ
ノ
キ
の
上
げ
幅
は
大
き
い
。

　
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
や
工
務
店

に
在
庫
が
な
い
、
入
荷
の
見
通

し
が
立
た
な
い
な
ど
課
題
が
あ

る
が
、
長
年
に
わ
た
り
低
価
格

を
強
い
ら
れ
て
き
た
山
林
所
有

者
や
森
林
組
合
、
林
業
関
係
者

な
ど
に
は
追
い
風
で
あ
る
。
真

庭
市
と
し
て
、
林
業
振
興
の
う

え
で
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
が

打
て
る
の
か
。

　
第
２
期
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
重
点
的
な
施

策
の
一
つ
に
、
地
域
資
源
を
活

用
し
、
住
民
が
主
役
と
な
る
取

り
組
み
の
構
築
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
以
下
の
２
点
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。　
　

　
①
住
民
が
主
体
的
に
行
う
活

動
の
支
援
に
つ
い
て
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を

フ
ル
に
使
っ
て
林
道
、作

業
道
等
の
路
網
整
備
、

森
林
の
集
約
化
の
推

進
、
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
、
木
材
の
需
要

拡
大
、
何
よ
り
も
人
材

育
成
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　
公
有
林
整
備
事
業
で
は
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
約

４
７
０
０
ha
を
主
体
的
か
つ
効

率
的
に
整
備
を
行
う
。
適
切
な

森
林
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
締
め
く
く
っ
て
い
る

が
、
今
ま
さ
に
追
い
風
が
吹
い

て
お
り
、
前
倒
し
で
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　

全
体
の
需
要
供
給
を
見
な
が

ら
、利
益
が
な
る
べ
く
上
が
る
よ

う
、
長
期
を
見
据
え
な
が
ら
真

庭
市
と
し
て
の
林
業
経
営
の
持

続
性
、
環
境
も
考
え
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
②
地
域
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
た
め
の
要
件
と
、

他
の
地
域
へ
の
推
進
方
針
に
つ

い
て
。

　

①
地
域
外
か
ら
応
援
し
て
く

れ
る
人
や
支
え
る
人
を
、
地
域

が
温
か
く
迎
え
る
地
域
づ
く
り

の
機
運
を
作
っ
て
い
き
た
い
。交

流
定
住
セ
ン
タ
ー
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員
と
連

携
し
な
が
ら
支
援
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。
地
域
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
を
そ
の
中
心
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
く
。

　

②
要
件
は
、
住
民
主
体
の
団

体
が
拠
点
を
活
用
し
、
地
域
自

治
を
進
め
て
い
く
明
確
な
意
思

表
示
が
あ
る
こ
と
、
地
域
自
治

活
動
の
自
主
的
な
管
理
運
営
が

で
き
る
こ
と
、
場
所
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、を
考
え
て
い

る
。
今
後
要
件
を
整
理
し
て
、要

項
の
形
に
し
て
誰
に
で
も
伝
わ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
が
成

立
し
、
今
後
保
育
所
や
学
校
へ

看
護
師
の
配
置
を
行
う
、
全
国

に
支
援
拠
点
を
設
置
す
る
、
な

ど
自
治
体
の
責
務
と
支
援
体
制

の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
方
針
を
、
市
長
、
教
育
長

に
見
解
を
伺
う
。

　

市
が
把
握
し
て
い
る
医
療
的

ケ
ア
児
は
６
名
で
あ
る
。医
師
も

入
れ
た
組
織
例
を
作
っ
て
、教
育

委
員
会
と
も
連
携
し
て
、こ
の
法

律
を
機
会
に
整
備
し
た
い
。

　

医
療
的
に
ケ
ア
が
必
要
な
児

童・生
徒
に
対
す
る
支
援
は
、
全

て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利

を
保
障
す
る
う
え
で
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
法
の
趣
旨
等
改
め

て
学
校
に
周
知
し
て
い
く
。

個
人
質
問

林
業
振
興
の
上
で
の

施
策
は

市
有
林
整
備
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を

住
民
が
主
体
的
に
行

う
活
動
の
支
援

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の

支
援
を

問長
尾
　
修

長
尾
　
修

問大
月
説
子

大
月
説
子

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

一般質問

問

問

原木市場の木材

吉縁起村総会の様子
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
真
庭
市

独
自
の
学
習
支
援
の
実
現
を
提

案
す
る
。感
染
症
に
よ
り
子
ど
も

た
ち
は
学
ぶ
機
会
、体
験
す
る
機

会
を
損
失
し
て
い
る
。真
庭
市
に

お
い
て
は
、
格
差
の
な
い
公
平
な

教
育
を
目
指
し
、学
習
す
る
機
会

を
保
障
し
て
教
育
力
の
高
い
地

域
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
テ
キ

ス
ト
に
加
え
て
、
映
像
や
音
声
つ

き
で
多
角
的
に
学
ぶ
こ
と
で
理

解
力
が
深
ま
る
事
が
あ
る
。子
ど

も
の
学
び
た
い
と
い
う
思
い
に
寄

り
添
い
、一人
一人
に
個
別
最
適
化

さ
れ
た
学
習
支
援
や
、希
望
す
る

学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
政
治
、お

金
、
経
済
、
ネ
ッ
ト
、
メ
デ
ィ
ア
、

言
語
、
税
金
、
法
律
、
環
境
な
ど

生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
学
習

も
提
供
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
た

く
ま
し
く
育
って
ほ
し
い
と
思
う

　
情
報
弱
者
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
支
援

策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が

教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
①
市
内
に
放
棄
地
が
何
ha
あ

る
の
か
。
空
き
家
は
何
戸
あ
る

の
か
。
②
管
理
が
出
来
て
い
な

い
土
地
、
空
き
家
の
持
ち
主
に

ど
の
様
な
指
導
を
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、固
定
資
産
税
等
は
徴

収
出
来
て
い
る
の
か
。
③
今
年

４
月
に
、
所
有
者
不
明
土
地
の

解
消
に
向
け
た
民
事
基
本
法
制

が
見
直
さ
れ
た
が
、
真
庭
市
と

　

Ｏ
Ｓ
や
端
末
、
そ
れ
か
ら
場

所
、
そ
う
い
っ
た
制
約
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た

ち
が
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス

し
て
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
育
成

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

端
末
を
活
用
す
る
ス
キ
ル
と
併

せ
て
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
併
せ
な
が

ら
、豊
か
な
学
び
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

事
業
主
に
対
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
窓
口
の
設
置
を
提

し
て
今
後
、
ど
の
様
な
対
策
を

し
て
い
く
の
か
。
④
放
棄
さ
れ

て
い
る
水
田
、
休
耕
田
に
水
を

貯
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然

の
ダ
ム
の
役
割
を
果
た
す
の
で

夏
場
の
渇
水
対
策
に
な
り
、
災

害
対
策
に
も
つ
な
が
る
。
農
家
、

地
主
に
対
し
て
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　

①
平
成
27
年
は
824‌

ha
と
な
っ

て
お
り
、
明
日
は
耕
作
放
棄
地

と
い
う
所
も
沢
山
あ
り
、
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
地
域
自
主
組
織
の

協
力
で
、
令
和
元
年
・
２
年
度

の
２
カ
年
の
調
査
で
空
き
家
総

数
が
２
，
０
６
３
件
で
住
む
こ

と
の
で
き
る
可
能
な
物
件
が
１
，

０
０
３
件
、
改
修
が
必
要
な
物

件
が
755
件
、
廃
屋
に
近
い
物
件

が
293
件
で
あ
る
。

　

②
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

全
国
で
は
、衛
星
画
像
、ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
空
か
ら
の
画
像
の
解

析
に
よ
っ
て
、農
地
利
用
状
況
調

査
を
効
率
的
に
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　

③
今
年
４
月
に
土
地
基
本
法

が
改
正
さ
れ
て
、
所
有
者
の
責

務
と
し
て
登
記
手
続
に
よ
る
権

案
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

真
庭
市
内
の
事
業
主
が
苦
し
ん

で
い
る
。
総
合
的
な
支
援
窓
口

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　

権
限
の
あ
る
と
こ
ろ
で
な
い

と
、責
任
を
持
っ
た
対
応
は
で
き

な
い
。
国
、
県
、
市
町
村
、
そ
れ

ぞ
れ
役
割
分
担
が
あ
る
。
真
庭

市
で
は
、
い
ち
早
く
産
業
政
策

課
内
に
事
業
者
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
案
内
を
始
め
た
。ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
の
全
て
の
相
談
に
で

き
る
だ
け
対
応
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

利
関
係
の
明
確
化
が
明
記
さ
れ

た
。
同
時
に
民
事
基
本
法
制
の

改
正
に
よ
っ
て
、土
地
相
続
登
記

の
義
務
化
、
不
動
産
登
記
法
で

義
務
化
さ
れ
、
裁
判
所
が
管
理

人
を
選
任
す
る
所
有
者
不
明
土

地
管
理
人
制
度
も
で
き
た
。
令

和
元
年
６
月
か
ら
、
所
有
者
不

明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
法
制
化

さ
れ
、施
行
さ
れ
て
い
る
。
土
地

の
適
正
化
と
管
理
を
図
る
た
め
、

総
合
政
策
課
が
窓
口
に
な
り
、

関
係
す
る
部
署
に
照
会
し
て
各

組
織
連
携
し
て
対
応
す
る
。

　

④
休
耕
田
等
の
ダ
ム
機
能
を

ど
う
見
る
か
注
視
し
な
が
ら
、必

要
、
効
果
が
あ
れ
ば
国
の
ほ
う

に
提
言
す
る
。
十
分
注
視
し
て
、

何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
支
援
を

事
業
主
支
援
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を

耕
作
放
棄
地
と
空
き

家
対
策

問淺
野
和
明

淺
野
和
明

問福
島
一
則

福
島
一
則

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一般質問

問

タブレットを活用した授業　川上小学校

市内の耕作放棄地

答
三
ツ
教
育
長
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①
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
に
情
報
発
信
等
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
一
元
化
し

て
い
く
、
と
い
う
基
本
方
針
は
、

市
役
所
内
で
は
ど
の
よ
う
な
認

識
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
②
観
光
局
設
立
準
備
の
段
階

か
ら
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

を
活
用
し
、
専
業
の
プ
ロ
人
材

も
受
け
入
れ
る
、
と
い
っ
た
対

応
は
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
思

う
が
、
市
と
し
て
の
自
前
の
人

材
育
成
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
づ
く
り
は
計
画
ど
お
り
進

ん
で
い
る
の
か
。

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
な
ど
の
副
反
応
が
心
配
さ

れ
る
が
、
市
内
に
お
い
て
そ
の

様
な
症
状
が
疑
い
を
含
め
て
報

告
さ
れ
て
い
る
か
。
②
副
反
応

の
症
例
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の

後
の
経
過
観
察
を
ど
の
よ
う
に

行
う
か
伺
う
。

　
③
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｈ

Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
オ
ー
プ
ン
に

あ
た
り
、
真
庭
観
光
局
の
活

動
の
こ
れ
ま
で
の
総
括
的
な
評

価
、
及
び
設
立
趣
旨
を
踏
ま
え

て
、
市
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ

う
に
こ
の
組
織
を
活
用
し
て
い

く
の
か
、
将
来
に
向
け
た
展
望

を
伺
い
た
い
。

　

①
真
庭
市
観
光
戦
略
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は

観
光
局
が
実
施
主
体
と
な
っ

て
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

②
自
前
の
人
材
育
成
が
何
よ

り
も
重
要
で
、
職
員
及
び
関
係

人
材
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
し
て

い
る
。
ま
た
各
地
域
の
事
業
者

か
ら
な
る
観
光
地
域
づ

く
り
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
設

置
し
、観
光
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に

４
月
か
ら
民
間
企
業
か

ら
の
人
材
派
遣
を
受
け
、

外
の
人
も
入
れ
な
が
ら

内
部
人
材
育
成
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

　

③
真
庭
観
光
局
の
設

立
趣
旨
で
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
は
、
ま
ず
は
地

　

①
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て

副
反
応
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
生

じ
た
場
合
は
、接
種
医
は
国
に
報

告
し
て
、国
は
予
防
接
種
を
行
っ

た
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
そ

の
報
告
内
容
を
通
知
す
る
。
厚

生
労
働
省
の
検
討
部
会
が
あ
り
、

そ
こ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
性
別
、年
齢
と
い
っ
た
記
載
は

あ
る
も
の
の
、接
種
し
た
方
の
地

域
情
報
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

域
の
や
る
気
を
い
か
に
起
こ
し

て
、地
域
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組

み
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
お
り
、観
光
局
と

観
光
地
域
づ
く
り
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
方
々
と
行
政
、各
振
興
局
と
連

携
し
て
進
め
て
い
く
。観
光
局
に

は
、そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
ほ
し
い
。

　

だ
が
、
あ
く
ま
で
主
体
は
観

光
事
業
者
の
方
々
で
あ
る
。
苦

し
い
状
況
下
で
は
あ
る
が
、観
光

関
係
の
方
々
に
も
、
観
光
地
域

づ
く
り
と
は
何
か
、ま
た
ど
う
す

れ
ば
コ
ロ
ナ
後
の
展
望
を
切
り

開
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
、

実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

個
々
の
特
定
が
で

き
な
い
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
制
度
に
な
っ

て
い
る
。
国
か
ら

市
町
村
に
報
告
が

あ
る
も
の
の
、
法

定
受
託
事
務
で
あ

り
、
真
庭
市
が
独

自
で
公
表
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
補
償
法

が
あ
る
の
で
、補
償

す
る
場
合
に
は
一

定
の
具
体
的
な
も

の
は
来
る
だ
ろ
う
。

　

②
副
反
応
に

つ
い
て
は
、
疑
う

事
例
が
発
生
し

た
場
合
は
、
必
要

に
応
じ
て
接
種

医
療
機
関
に
お
い
て
応
急
処
置

が
行
わ
れ
、或
い
は
ひ
ど
い
場
合

は
県
内
の
第
３
次
救
急
医
療
機

関
に
搬
送
が
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
接
種
し
て
帰
宅
し
た

後
、
あ
る
い
は
数
日
経
過
し
た

後
に
副
反
応
疑
い
を
含
む
体
調

不
良
が
生
じ
た
場
合
の
対
策
と

し
て
、
ま
ず
は
接
種
し
た
医
療

機
関
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
私
ど
も
は
、安

心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
る
。

真
庭
観
光
局
へ
の
評

価
と
今
後
の
展
望

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

へ
の
対
応
は

問𠮷
原
啓
介

𠮷
原
啓
介

問加
藤
大
悟

加
藤
大
悟

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一般質問

期待のかかる真庭観光局

会場にて接種を待つ
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①
市
内
小・中
学
校
、
特
別
教

室
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、
小・

中
学
校
の
普
通
教
室
に
お
い
て

は
全
校
で
整
備
さ
れ
た
。
し
か

し
全
て
の
特
別
教
室
に
設
置
さ

れ
て
い
る
の
は
、
中
学
校
１
校
、

小
学
校
２
校
で
あ
る
。
今
後
の

取
組
を
伺
う
。

　
②
老
朽
化
し
て
い
る
プ
ー
ル

施
設
に
つ
い
て
、
学
校
施
設
の

校
舎
棟
、
屋
内
運
動
場
は
、
耐

震
補
強
が
行
わ
れ
、長
寿

命
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

プ
ー
ル
施
設
の
場
合
は
、

様
々
な
と
こ
ろ
で
危
険

箇
所
、衛
生
面
で
問
題
が

あ
る
と
保
護
者
か
ら
聞

い
て
い
る
。こ
れ
ら
の
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
の

有
無
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

　

①
教
育
環
境
向
上
の

た
め
の
施
設
整
備
を
進

め
て
き
た
。
教
育
に
必
要

な
お
金
を
か
け
て
い
く

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
真
庭
市
に
も

甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
①
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
防
止

の
た
め
、
医
療
機
関
、
高
齢
者
、

幼
児
施
設
等
の
職
員
に
定
期
的

に
予
防
的
検
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
②
経
済
の
落

ち
込
み
は
、
若
い
世
代
、
子
育

て
世
代
に
影
響
が
大
き
い
。
子

育
て
世
代
支
援
と
し
て
、
医
療

こ
と
は
し
て
い
る
。

　

②
プ
ー
ル
は
、
学
校
教
育
法

で
言
う
必
置
施
設
で
は
な
い
。

　

①
学
校
施
設
の
機
能
的
確
保

は
大
事
で
あ
り
、
計
画
的
に
環

境
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
小
学
校
の
特
別
教
室

の
場
合
、
空
調
が
あ
る
普
通
教

室
で
学
習
し
た
り
、実
習
は
暑
い

時
期
を
避
け
る
工
夫
を
し
て
い

る
。
中
学
校
の
場
合
は
、
通
常

利
用
し
て
い
る
特
別
教
室
に
は

全
て
設
置
し
て
い
る
。利
便
性
や

快
適
性
を
求
め
る
こ
と
は
大
事

に
し
て
い
き
、利
用
状
況
や
校
内

の
環
境
を
把
握
し
な
が
ら
、
設

費
給
付
制
度
を
３
年
間
延
長
し

高
校
卒
業
ま
で
と
す
べ
き
と
考

え
る
。
県
内
過
半
数
の
自
治
体

は
す
で
に
高
校
卒
業
ま
で
無
償

化
し
て
い
る
。

　

③
コ
ロ
ナ
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
予
約
に
つ
い
て
混
乱
が
あ
っ

た
。
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の

か
。
ま
た
障
が
い
な
ど
で
予
約

す
る
の
が
困
難
な
人
、
定
住
外

国
人
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

①
一
定
の
有
効
性
は
あ
る
と

考
え
る
が
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
機

関
に
更
な
る
負
担
を
か
け
て
し

ま
う
。
今
は
接
種
を
優
先
す
べ

き
と
思
う
。

　

②
国
民
負
担
率
と
か
親
の
医

療
費
負
担
も
一
定
考
え
る
べ
き
。

十
分
子
育
て
全
体
の
観
点
か
ら

検
討
さ
せ
て
頂
く
。人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
効
果
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
て

い
な
い
と
思
う
。

　

③
64
歳
以
下
の

接
種
券
は
、
５
歳

か
ら
10
歳
刻
み
で

送
付
す
る
こ
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
を
促
す
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

②
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、園
児
、幼
児
が
活
用
、Ｐ

Ｔ
Ａ
が
プ
ー
ル
開
放
で
活
用
と
い

う
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
は
夏

の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

老
朽
化
に
伴
う
安
全
の
た
め

の
維
持
管
理
費
の
増
加
が
あ
り

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。 

　

学
校
と
公
共
プ
ー
ル
の
連
携

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。古
い
プ
ー
ル
槽
に

つ
い
て
は
改
修
を
終
え
て
い
る
。

プ
ー
ル
の
目
隠
し
に
つ
い
て
は
、

目
隠
し
ネ
ッ
ト
の
設
置
も
含
め
、

具
体
を
把
握
し
な
が
ら
相
談
を

し
て
い
き
た
い
。

き
た
い
。
手
話
や
要
約
筆
記
を

取
り
入
れ
た
説
明
会
を
開
催
し
、

点
字
シ
ー
ル
を
封
筒
に
貼
っ
て
、

市
役
所
窓
口
で
説
明
を
行
っ
て

い
る
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
17

カ
国
語
の
接
種
説
明
資
料
と
か

予
診
票
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
は
、
救
急
車
の
到
着
ま

で
に
時
間
の
か
か
る
周
辺
部
に

ほ
と
ん
ど
設
置
が
な
い
。
周
辺

部
へ
の
設
置
を
計
画
的
に
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
地
域
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
が
な
い
地
域
が
あ
る
の

も
認
識
し
て
い
る
。偏
在
が
な
い

よ
う
に
、も
っ
と
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

教
育
環
境
向
上
の
た

め
の
設
備
整
備

今
が
子
育
て
世
代
を

支
援
す
る
と
き

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
周
辺
部
へ

配
置
を

問森
脇
正
和

森
脇
正
和

問伊
賀
基
之

伊
賀
基
之

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

一般質問

問

快適な学習環境を整備　遷喬小学校

真庭市役所のＡＥＤ
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ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

「
市
民
の
い
の
ち
を
守
る
」
そ
れ

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
医
療
現
場
、
後
方
支
援
の

方
々
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た

い
。
①
一
方
、
予
約
開
始
直
後

の
混
乱
と
不
安
に
つ
い
て
は
検

証
が
必
要
。
②
飲
食
店
以
外
の

事
業
所
も
大
変
厳
し
い
。
細
や

か
な
支
援
が
市
の
役
割
。
実
状

に
あ
っ
た
支
援
を
。
③
生
理
用

品
に
関
わ
る
負
担
、「
生
理
の
貧

困
」
対
策
を
伺
う
。

　

①
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
な

が
ら
ず
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
。チ
ェ
ッ
ク
不
足
だ
っ
た
。64

歳
以
下
は
、
安
全
、
円
滑
、
迅

速
な
接
種
対
応
を
す
る
。
真
庭

市
医
師
会
、
医
療
機
関
も
よ
く

や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
同
調
圧
力
が
な

い
よ
う
に
、
人
権
に
配
慮
す
る
。

②
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
は
計
78
億

円
。
き
め
細
か
な
施
策
も
し
て

き
た
。
必
要
な
対
策
に
は
お
金

を
惜
し
ま
な
い
。
③
経
済
的
に

　
17
店
の
食
料
品
店
と
５
店
の

酒
類
専
門
店
で
聞
き
取
り
調
査

を
し
た
結
果
、
22
店
舗
す
べ
て

で
昨
年
５
月
、
６
月
に
比
べ
て

売
上
を
落
と
し
て
い
る
。
特
に

酒
類
専
門
店
は
飲
食
店
等
の
休

業
の
影
響
を
受
け
、
こ
の
２
カ

月
間
は
大
変
厳
し
い
売
上
が
続

い
て
い
る
。

　
全
22
店
舗
が
真
庭
市
に
期
待

困
っ
て
い
る
女
性
を
対
象
に
備

蓄
品
か
ら
無
料
配
布
。
コ
ロ
ナ

後
も
継
続
。
男
女
平
等
社
会
、

共
生
社
会
を
築
く
た
め
、
も
の

配
り
で
終
わ
ら
な
い
。
経
済
的

な
問
題
だ
け
で
な
く
、
女
性
が

男
女
平
等
の
中
で
、
健
康
的
に

生
き
て
、
社
会
で
活
躍
で
き
る

権
利
を
社
会
全
体
で
保
障
し
て

い
く
。

　

②
生
の
声
を
聞
き
、
対
策
に

充
て
て
い
く
。

　

③
保
健
室
に
常
備
。
必
要
に

応
じ
て
配
布
可
能
。
関
係
性
の

構
築
の
た
め
、
教
員
に
伝
え
て

も
ら
う
こ
と
を
基
本
と
し
た
い
。

す
る
経
済
対
策
は
「
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
早
期
完
了
」
で
安
心
し

て
営
業
を
続
け
た
い
と
望
ん
で

い
る
。
ま
た
、お
客
さ
ん
の
動
き

が
悪
い
の
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
再

開
し
「
外
出
の
き
っ
か
け
作
り
」

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

　
私
の
ほ
ぼ
予
想
通
り
。た
だ
一

カ
所
違
う
の
は
、若
い
人
中
心
に

通
信
販
売
が
真
庭
で
も
相
当
増

え
て
い
る
の
で
は
。６
月
議
会
に

需
要
拡
大
対
策
と
し
て
、
５
割

　
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
、
市
民
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
な
い
。
関
わ
る
大
企
業
は
あ

る
が
、
私
た
ち
一
般
市
民
に
情

報
が
届
い
て
い
な
い
。
ど
の
よ

う
に
市
民
と
の
距
離
を
縮
め
て

い
く
の
か
。
市
内
の
関
係
機
関

の
連
携
に
つ
い
て
市
長
の
リ
ー

ド
を
求
め
た
い
。

　
広
報
紙
に
も
掲
載
し
、メ
デ
ィ

ア
露
出
は
市
内
施
設
で
最
多
。最

大
限
や
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
前

に
こ
れ
以
上
は
酷
だ
。市
民
の
た

め
に
、
市
民
が
育
て
る
施
設
。

増
し
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

議
案
を
出
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
大
の
経

済
対
策
と
い
う
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
。
接
種
に
つ
い
て
は
本

当
に
努
力
し
て
き
た
。
市
民
に

伝
わ
る
よ
う
議
員
各
位
と
一
緒

に
な
っ
て
市
政
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

私
た
ち
市
民
も
人
口
減
少

問
題
等
に
危
機
感
を
持
ち
、
未

来
の
街
づ
く
り
に
責
任
の
あ

る
行
動
を
取
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
市
は
将
来
の
市
民
生

活
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
分
か

り
や
す
く
市
民
に
情
報
発
信

を
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
見

解
を
求
め
る
。

　

計
画
策
定
段
階
か
ら
市
民
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
市
民
が
主
体
に
な
ら
な
い

と
進
ま
な
い
事
業
も
あ
る
。
参

加
を
求
め
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
行

く
。
意
見
交
換
の
場
と
し
て「
市

長
と
話
そ
う
！
」
を
開
催
し
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
取
組
は

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の

機
運
は

市
内
小
売
店
の
聞
き

取
り
状
況

市
民
生
活
に
関
す
る

事
業
の
情
報
発
信
を

問黒
川
　
愛

黒
川
　
愛

問妹
島
弘
和

妹
島
弘
和

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
有
元
総
合
政
策
部
長

一般質問

問

問

答
金
谷
産
業
観
光
部
長

答
三
ツ
教
育
長

ジェンダーギャップ指数2021、
世界156ヶ国で日本は120位

市内の酒屋さん
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①
広
報
ま
に
わ
４
月
号
に
サ

ル
対
策
防
護
柵
に
対
す
る
資

材
購
入
費
の
補
助
新
設
と
あ
る

が
、
申
請
件
数
と
設
置
者
の
評

価
や
問
題
点
を
尋
ね
る
。

　

②
本
庁
の
農
業
振
興
課
に

有
害
鳥
獣
の
担
当
者
１
名
と
集

落
支
援
員
１
名
、
各
振
興
局
に

１
名
ず
つ
職
員
が
い
る
。
振
興

局
職
員
は
専
属
で
は
な
い
。
害

獣
対
策
は
、
議
会
で
も
再
三

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
重
要
問

題
で
、
予
算
も
毎
年
上
げ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
被

　
制
度
導
入
に
伴
い
、
当
事
者

へ
の
支
援
や
市
民
啓
発
の
推
進

等
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
実
施
に
向
け
た
流
れ
に
つ

い
て
、宣
誓
は
ど
の
よ
う
な
形
で

行
う
か
。宣
誓
書
受
領
証
を
作
成

さ
れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
②
真
庭
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
書
受
領
証
を
受
領
す
る

害
を
た
く
さ
ん
聞
く
。
き
め
細

や
か
な
対
応
を
す
る
た
め
に
各

振
興
局
に
専
門
の
支
援
員
を
置

い
て
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る

支
援
を
。

　
③
追
い
払
い
を
す
る
た
め
の

煙
火
は
、
動
物
駆
逐
用
煙
火
保

安
講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
打

て
な
い
。
受
講
料
は
毎
年
の
こ

と
な
の
で
、
補
助
が
必
要
。

　

①
有
害
鳥
獣
の
対
策
は
、
最

重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
年
度
か
ら
対

策
用
の
複
合
柵
の
補
助
要
件
を

緩
和
し
て
対
応
し
て
い
る
。６
月

21
日
現
在
、
17
件
の
申
請
が
あ

り
、
全
件
に
補
助
金
交
付
決
定

を
し
た
。
既
に
、６
月
18
日
現
在

で
６
件
が
設
置
済
み
。
農
作
物

の
被
害
報
告
は
今
の
と
こ
ろ
受

け
て
い
な
い
。こ
の
複
合
柵
は
効

果
が
あ
る
、と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
る
。サ
ル
は
猿
知
恵
が
あ
る

か
ら
、
も
う
少
し
様
子
を
見
な

い
と
、
効
果
が
あ
る
か
確
証
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

②
令
和
２
年
度
よ
り
サ
ル
対

策
用
専
門
員
を
農
業
振
興
課

に
配
属
し
て
い
る
。
猟
友
会
と

連
携
し
て
、
住
民
主
体
の
組
織

的
な
捕
獲
体
制
を
作
り
、
専
門

員
は
専
門
的
な
知
識
を
普
及
す

こ
と
で
利
用
で
き
る
制
度
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
検

討
さ
れ
る
考
え
か
伺
う
。
市
営

住
宅
の
申
込
み
、
ま
た
本
市
職

員
に
つ
い
て
は
家
族
手
当
、
慶

弔
休
暇
、
介
護
休
暇
な
ど
、
家

族
同
等
の
扱
い
を
規
定
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
③
市
民
へ
の
周
知
と
啓
発
に

つ
い
て
、
本
市
が
自
他
の
人
権

を
尊
重
し
、
共
生
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
多
く
の
市
民
の
理
解
を
広
げ

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

日
常
的
に
市
民
に
接
す
る
こ
と

が
多
い
市
職
員
向
け
に
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
研
修
を
、

市
民
向
け
に
理
解
促
進
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市
職
員

及
び
市
民
へ
の
理
解
と
啓
発
を

る
。
振
興
局
の
担
当
者
は
、
被

害
の
相
談
受
付
、
専
門
員
と
連

絡
調
整
を
す
る
役
割
を
担
い
、

３
者
が
連
携
し
て
う
ま
く
い
っ

て
い
る
。
今
本
庁
に
い
る
１
人

で
、
十
分
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。地
元
の
方
が
中
心
に
な
っ
て

し
な
い
と
、
サ
ル
は
捕
れ
な
い
。

　

③
追
い
払
い
煙
火
は
、
振
興

局
で
配
布
し
て
い
る
。効
果
は
一

時
的
な
も
の
。
絶
対
数
を
減
ら

し
て
、適
切
な
頭
数
に
な
る
ま
で

徹
底
し
て
や
る
こ
と
に
重
点
を

置
く
。
保
安
講
習
の
受
講
料
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。相
談
が
あ

れ
ば
、
職
員
を
派
遣
し
て
対
策

を
講
じ
る
。

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　

①
庁
内
の
検
討
会
や
岡
山
連

携
中
枢
都
市
圏
の
構
成
自
治
体

と
も
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
連

携
、
調
整
等
を
行
い
、
今
年
度

中
に
制
度
の
公
表
と
運
用
を
開

始
す
る
。
宣
誓
書
受
領
証
明
書

に
つ
い
て
、宣
誓
さ
れ
る
方
が
円

滑
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
に
は
ど
う
い
う
方
法
が

一
番
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　

②
真
庭
市
の
全
組
織
の
調
査

を
し
て
、他
に
何
が
で
き
る
の
か

具
体
的
に
検
討
す
る
。
市
職
員

の
制
度
は
、
既
に
扶
養
手
当
や

慶
弔
休
暇
と
介
護
休
暇
等
の
取

得
に
つ
い
て
、事
実
上
の
婚
姻
関

係
も
含
め
て
同
様
に

取
り
扱
う
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

③
市
職
員
は
、
制
度

の
検
討
過
程
で
共
生

社
会
推
進
基
本
方
針

の
理
念
を
念
頭
に
、
個

人
の
人
権
や
生
活
の

多
様
性
の
尊
重
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
等
の
理
解
を
深

め
、
共
通
理
解
す
る
た

め
の
職
員
研
修
会
等

も
実
施
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
導
入

問西
田
文
子

西
田
文
子

問妹
尾
智
之

妹
尾
智
之

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一般質問

サル対策用防護柵（複合柵）

岡山市のパートナーシップ宣言書受領証と証明カード
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
市
内
に
も

外
国
の
方
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
観
光
や
ビ
ジ
ネ

ス
で
訪
れ
る
方
の
ほ
か
、
市
内

に
住
民
票
の
あ
る
方
は
中
山
間

地
の
真
庭
市
で
も
24
カ
国
、
331

人
お
ら
れ
る
。
ア
ジ
ア
以
外
で

も
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ペ

ル
ー
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ア
メ
リ

カ
、エ
ジ
プ
ト
、南
ア
フ
リ
カ
共

和
国
な
ど
、
多
種
多
様
な
言
語

を
持
つ
外
国
人
の
方
が
お
ら
れ

る
。
外
国
人
の
方
々
は
、
文
化

や
習
慣
、
言
語
の
違
う
異
国
の

地
で
の
生
活
に
大
き
な
不
安
を

抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

病
気
の
と
き
、
災
害
発
生
の
と

き
、
就
労
問
題
、
住
宅
問
題
、
子

育
て
な
ど
、
生
活
す
る
上
で
の

様
々
な
困
り
事
が
あ
る
と
推
察

す
る
。

　
行
政
に
も
関
わ
る
問
題
は
日

本
語
を
習
得
で
き
て
い
な
い

方
に
と
っ
て
、
相
談
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
。
受
け
手
の
行
政

側
も
通
訳
も
お
ら
ず
、
今
の
状

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
技
能
や
能
力

を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

競
技
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

体
を
使
っ
た
遊
び
、
学
校
に
お

け
る
体
育
活
動
、
年
齢
や
性
別
、

障
が
い
の
有
無
等
を
問
わ
ず
、

全
て
の
市
民
が
体
力
や
健
康
の

保
持
、
増
進
、
介
護
予
防
な
ど

を
目
的
と
し
た
軽
い
運
動
、
ス

ト
レ
ス
の
解
消
や
気
晴
ら
し
、

況
で
は
困
難
だ
。
今
後
も
増
え

る
と
予
想
さ
れ
る
外
国
人
へ

の
相
談
窓
口
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

　
一
人
ひ
と
り
は
大
事
だ
が
、全

て
の
言
語
の
対
応
を
市
で
で
き

る
と
い
う
の
は
、私
は
無
理
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
、
学
校
の
統
廃
合

や
人
口
減
少
に
よ
っ
て
利
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
施
設
、
時
代
の

変
化
に
伴
っ
て
ニ
ー
ズ
に
合
わ

な
く
な
っ
た
施
設
な
ど
多
く
の

公
有
遊
休
施
設
・
遊
休
地
を
抱

え
て
い
る
。
何
も
利
用
さ
れ
て

い
な
い
公
有
遊
休
地
で
も
管
理

費
用
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。

財
政
負
担
軽
減
の
面
か
ら
も
早

急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
の
取
組
方
針
に
つ
い

て
市
長
に
伺
う
。

　
土
地
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
全
国
公

募
と
か
も
行
っ
て
い
る
。宅
地
建

物
取
引
業
協
会
に
加
入
す
る
業

家
族
、
仲
間
や
地
域
の
多
様
な

人
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
自

発
的
な
運
動
も
含
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
サ

ポ
ー
タ
ー
や
指
導
者
な
ど
、
見

る
、
支
え
る
と
い
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
と
の
関
わ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
の
概

念
や
定
義
を
広
く
し
、
全
て
の

市
民
が
何
ら
か
の
形
で
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
よ
る
真
庭
市
の
ま
ち
づ
く

り
・
ひ
と
づ
く
り
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
成
果
指
標
を
達
成
す

者
に
情
報
提
供
し
、
利
活
用
と

か
が
あ
れ
ば
売
却
あ
る
い
は
貸

出
し
、
貸
付
け
等
を
進
め
る
。

る
た
め
の
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
市
長
に
伺
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
競
技
力
の
向
上
や
健

康
に
つ
な
が
る
。ス
ポ
ー
ツ
を
見

る
、
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関

わ
っ
た
人
と
人
と
の
交
流
が
生

ま
れ
、つ
な
が
り
が
深
ま
り
、ス

ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
材
育
成
も

で
き
、交
流
人
口
、関
係
人
口
の

増
加
に
も
つ
な
が
り
、活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。

　

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
れ
る
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
も
行
う
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
だ
け
で
は
な
く
、

健
康
づ
く
り
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
、ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
を
は
じ
め
と

す
る
学
校
や
健
康
福
祉
部
門
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
共
生

社
会
も
実
現
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
。各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
な
ど
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
整

備
を
進
め
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環
境
を

整
備
し
て
い
く
。

外
国
人
に
対
す
る
相

談
窓
口
の
設
置
を

公
有
遊
休
地
の
処
分

を
早
急
に

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環

境
を
整
備
す
る

問岩
本
壯
八

岩
本
壯
八

問緒
形
　
尚

緒
形
　
尚

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一般質問

問

ボルダリング頑張ってます　湯原クライミングセンター

放置されたままの市有地　旧徳田小学校跡地(蒜山上徳山地内)



だ
け
で
言
う
と
昨
年
は
一
昨
年
よ

り
倍
増
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

改
善
し
て
い
く
が
、
魅
力
的
な
こ

と
は
提
案
し
て
も
ら
い
た
い
。
空

き
家
再
調
査
に
つ
い
て
は
地
域
が

主
体
と
な
り
振
興
局
と
つ
な
が
り

を
持
ち
な
が
ら
交
流
定
住
セ
ン

タ
ー
と
も
情
報
共
有
す
る
。

　

移
住
専
用
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク

を
張
っ
て
い
る
た
め
、一
覧
性
が

悪
い
の
は
認
識
し
て
お
り
改
善

し
て
い
き
た
い
。空
き
家
バ
ン
ク

に
つ
い
て
は
媒
介
契
約
が
成
立

し
な
い
と
「
住
ま
い
る
岡
山
」
に

上
が
っ
て
こ
な
い
。
宅
建
協
会
、

不
動
産
協
会
と
の
連
携
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。
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人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と
し
て

空
き
家
を
活
用
し
て
移
住
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
移
住
に
関
す

る
真
庭
市
の
Ｈ
Ｐ
に
情
報
は
多

く
載
っ
て
い
る
が
具
体
的
な
進

め
方
が
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な

い
。
改
善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
外
部
リ
ン
ク
の
「
住
ま
い
る

岡
山
」
に
よ
る
と
、販
売
一
戸
建

て
住
宅
76
軒
に
対
し
て
、
移
住

者
が
多
く
望
む
賃
貸
住
宅
は
４

軒
に
過
ぎ
な
い
。
令
和
元
年
に

行
わ
れ
た
空
き
家
調
査
で
は
、

所
有
者
の
売
却
、
賃
貸
の
意
志

ま
で
調
べ
て
い
な
い
の
で
、再
調

査
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
を

促
す
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
空
き
家
活
用
に
つ
い
て
の
問
題

意
識
は
同
じ
で
あ
る
。
荒
廃
さ
せ

ず
に
次
の
方
に
引
き
継
ぎ
人
口
増

に
つ
な
げ
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
し
市
の
所
有
物
で

な
い
た
め
非
常
に
制
約
が
あ
る
。

Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て
も
ア
ク
セ
ス
件
数

　

湯
原
温
泉
病
院
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
が
、
私
は
公

立
病
院
の
経
営
の
難
し
さ
が

判
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
に
よ
る
、
湯
原
温
泉
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
は
避
け
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
収
束

後
の
活
性
化
策
は
検
討
し
て

い
る
か
。

　

湯
原
温
泉
病
院
の
経
営
に
つ

い
て
は
26
年
度
か
ら
収
益
減
で

あ
る
。

　

私
も
就
任
後
ず
っ
と
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
令
和
元
年

度
よ
り
経
営
コ
ン
サ
ル
を
入
れ

て
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
職
員
自
ら
が
経
営
改
善
に

参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
湯
原

温
泉
で
は
観
光
客
の
減
少
が
高

ま
っ
て
い
る
。
湯
原
、
蒜
山
が

も
っ
と
結
び
つ
き
を
強
め
、
湯

原
と
蒜
山
の
情
報
交
換
も
普
段

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
べ
き
。
行

政
で
は
な
く
、
事
業
者
自
ら
が

や
る
べ
き
で
あ
る
。

　

県
に
よ
る
と
鳥
獣
被
害
は

減
っ
た
と
い
う
事
だ
が
実
感

は
薄
い
。
今
年
度
か
ら
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
と
電
気
柵
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
柵
の
設

置
補
助
事
業
を
開
始
し
た
が

ど
の
程
度
の
効
果
を
期
待
し

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
サ
ル
に
関
し
て
三
重

県
上
野
市
、
長
野
県
大
町
市

等
の
成
功
例
を
学
ん
で
は
ど

う
か
。

　

サ
ル
は
駆
除
数
が
３
倍
程

度
増
え
て
い
る
。新
た
な
取
り

組
み
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
荒
れ
放
題
の
耕
作
放

棄
地
が
目
立
つ
状
況
に

あ
る
。
担
い
手
不
足
が

深
刻
で
、
年
々
加
速
し

て
く
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
良
い
の
か
。

　

日
本
の
農
業
政
策
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
根
本
的

に
は
、
日
本
を
近
代
産
業
の
国

家
に
す
る
た
め
に
農
業
を
切
り

捨
て
、そ
れ
に
近
い
こ
と
を
や
っ

て
き
た
。
こ
れ
が
戦
後
の
日
本

の
農
業
政
策
で
あ
る
。
加
工
貿

易
、
産
業
で
も
う
け
る
と
い
う

方
向
を
と
っ
た
か
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
中
で
日
本
は
自
給
率
の
低

い
国
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
農
作
業
支
援
を
必

要
と
す
る
高
齢
農
業
者
と
、
農

業
の
分
野
で
働
く
意
欲
の
あ
る

地
域
の
人
材
を
育
成
し
、
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に

継
承
・
継
業
に
結
び
つ
け
、
担

い
手
不
足
の
解
消
、
地
域
雇
用

の
創
出
に
つ
な
げ
た
い
。

移
住
促
進
に
関
連
し

た
空
き
家
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
対
応
策
は

耕
作
放
棄
地
の

担
い
手
不
足
が

深
刻

問森
田
敏
久

森
田
敏
久

問河
部
辰
夫

河
部
辰
夫

答
太
田
市
長

答
有
元
総
合
政
策
部
長

答
金
谷
産
業
観
光
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一般質問

鳥
獣
害
対
策

問

問
湯原温泉砂湯

真庭市交流定住センター　久世
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　５月28日、林紀行氏を講師に迎え「地方議会議員
の責務」についてリモート研修会が行われました。

（主な内容）
　①国会と地方議会の違い、二元代表制の構造②
地方議会（議会の権限、議員定数や議員報酬など地
方議会への批判）③地方議員（議員に求められる資
質や、審議の活性化、質問のポイント）
　憲法や法律、真庭市の条例に基づき、議員の責務
について学びました。
　議員定数については検討に向けて特別委員会の
設置も決まりました。
　林先生は、常任委員会の機能とその重要性から
定数の検討を深めることも大切だと話されていまし
た。学んだことを活かし、しっかりと検討を重ねていき
ます。

議員研修会
議会の動き

（五十音順、円）

議　員　氏　名 交　付　額
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 

精　算　額
23,875 
61,965 
73,075 
60,326 
23,875 

189,363 
51,126 

360,000 
146,995 
125,815 
201,808 
180,675 

返　還　額
336,125
298,035
286,925
299,674
336,125
170,637
308,874

0
213,005
234,185
158,192
179,325

議　員　氏　名 交　付　額
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 
360,000 

8,640,000合　　計 2,785,553 5,854,447

精　算　額
144,646 
45,526 

275,421 
146,029 
23,875 
23,875 

130,795 
23,875 

144,275 
183,002 
80,661 
64,675 

返　還　額
215,354
314,474
84,579

213,971
336,125
336,125
229,205
336,125
215,725
176,998
279,339
295,325

入澤　廣成
岩本　壯八
氏平　篤正
大月　説子
岡﨑　陽輔
緒形　　尚
小田　康文
柿本　健治
河部　辰夫
古南　源二
柴田　正志
庄司　史郎

令和２年度政務活動費交付状況一覧

妹尾　智之
竹原　茂三
谷本　彰良
築澤　敏夫
長尾　　修
中尾　哲雄
中元　唯資
初本　　勝
原　　秀樹
福井　荘助
福島　一則
山本　久惠

議　員　氏　名 交　付　額
30,000 
30,000 
30,000 

精　算　額
1,990 
1,990 
5,990 

11,330 
1,990 

23,290 

返　還　額
28,010
28,010
24,010

議　員　氏　名 交　付　額
30,000 
30,000 

150,000 合　　計

精　算　額 返　還　額
18,670
28,010

126,710

緒形　　尚
小田　康文
庄司　史郎

（五十音順、円）令和３年４月分政務活動費交付状況一覧

妹尾　智之
中尾　哲雄

　政務活動費は、地方自治法に基づき「真庭市議会政務活動費交付条例」で定められ
た議員の調査研究、その他の活動に費やすため必要な経費として交付されます。月額
３万円を年度当初に一括交付し、残余がある場合は返還することになっています。
※改選に伴い令和３年４月分を、申請者に交付しています。
　真庭市議会では、１円以上のすべての領収書の提出を求めており、令和２年度と令
和３年４月分の精算内容を議会ホームページに公開しています。

政務活動費を公表政務活動費を公表
ＱＲコードで真庭市議会ホーム
ページの政務活動費のページ
へアクセスできます
Ｑ：Quick
Ｒ：Response

・千葉県千葉市出身
・1974 年生まれ
・日本大学法学部公共政策学科准教授
・早稲田大学マニフェスト研究所招聘研究員
・真庭市政策アドバイザー
・専門分野：憲法（代表制、地方自治）

研修会講師  林　紀行 氏
Profile

研修風景



　５月20日、新型コロナウイルス感染症について、担
当部局の出席を求め、議員全員で協議を行いました。
感染状況やワクチン接種についての報告説明のあと、
各議員からは多くの質問があり、活発な質疑応答が
行われました。
　６月25日、本会議終了後に、「議会活性化の推進」
及び「議員定数の検討」について協議を行いました。
　議会運営委員会委員長が議会活性化について議
会組織図をもとに説明を行いました。また、議員定数検
討特別委員会の設置を議員発議で提案することを決
めました。

　７月15日、GR
EENable HIRU
ZENのオープン
記念式典が開催
され、市議会から
も大勢の議員が
出席しました。
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議会全員協議会GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
委員会活動報告会
５月 ６月 ７月編

　７月９日、本会議で「議員定数検討特別委員会」の
設置が全会一致で決定しました。構成委員は議長を
除く23人。委員長に岩本壯八、副委員長には長尾修
を選出しました。真庭市議会の議員定数について今
後検討を重ねていきます。

岩本委員長 長尾副委員長

記念式典後

議員定数検討特別委員会
略して「全協」と呼ばれます

委員長が要点をまとめて報告

GREENable HIRUZEN

文教厚生常任委員会
大月委員長

総務常任委員会
柴田委員長

産業建設常任委員会
庄司委員長

　５月31日～６月２日にかけて、３つの常任委員会が、
各担当部局の出席を求め、調査研究を行いました。

（詳細はP6～P8 参照。委員会は、原則として一般
に公開されており、どなたでも傍聴することができま
す。）
　６月８日には、全議員で各委員会の情報共有を図る
ため、委員会活動報告会が開かれました。各部局か
ら報告があった内容とともに、その詳細や課題につい
て、委員と執行部の間でどのような質疑応答が行わ
れたのか、委員長が全議員を対象に報告しました。



市民の広場

検証部会ワンチームで

議会活性化推進検証部会　部会長　入澤廣成

　４月の選挙により、部会のメンバー６人は大幅
に変わりました。
　さて、平成29年に15策で始まった活性化検証
ですが、今年度は新たな活性化策の検討、その検
証、評価等を進めていかなければなりません。
検証部会は議会運営員会の連携組織です。我々
部会としては、議会運営委員会と共に取り組んで
まいります。
　よろしくお願いいたします。 部

会
長
あ
い
さ
つ

傍
聴
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

22

吉の法福寺仁王門の欄間を美作高校生が修復　鈴木昌徳

雨の中でもきれいに咲いてます！真庭高校の花　晶 竹やぶで見つけた衣笠たけ　Ｏ

畑に出てきたオニフスベタケ　M水無月のお裾分け　大家さん

ひしおアーカイブ展　フレンズ

パッチワーク　夢　Ｙ ばぁば直伝の梅干しづくり　２年目

　仕事の合間など、時間が空いた時に傍聴に行っ
ています。議会事務局の方はとても親切です。真
庭市民のために働いておられる市長・議員・執行
部の方々が、実際にどんな様子でどんなご発言を
されているのか、議会で話し合われていることが
どんな風に自分の暮らしに影響してくるのかを
垣間見ることができて楽しいです。気軽に立ち寄
れたり、ネットで見れたりとか、敷居が低い議会に
なったらいいなと思います。

　我が子が通う久世保育園の廃園問題が関係す
る条例案が話し合われると聞いたので、仕事をサ
ボって文教厚生委員会を傍聴した。市議会議員
選挙の際には分からない議員さん各々の個性や
市政に対するスタンスが見えて面白かった。平日
仕事をする市民は傍聴には来れないので、有権者
個々が興味のある政策について委員会審議の様
子をインターネットで見れるようになれば良いの
になあと思った。

ふらりと市議会へ

ネットで見れるようになればいいな

　タブレット端末の導入、また議会の活動などを真庭市ホー
ムページから見ることができるようになったことにより、情報の
見える化とスピード化、紙による資料の削減につながるなど、
かなりの効果が見られています。
　もちろん、立ち上げで終わりではなく、タブレットやホーム
ページは使いやすさ、見やすさといった内容の充実とともに、リ
アルタイムで情報の発信を図っていくことが重要な課題です。
　市民のみなさんに、市議会をより身近に感じてもらえるよう
取り組んでいきます。

リアルタイムで身近に感じる市議会に

議会ICT化推進部会　部会長　西田文子

幸村真貴子

大塚雅史
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ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民市民
の

木山寺のスイレンとあじさい　イチエ

榎本勝彦作品　ＭＯ お滝さま　秘境ロケ地探検隊 キハダで塗り薬を試してみる　MY

田植え花　PINK

オオキンケイギクの除却　まにわ・しめ山プロジェクト

梅雨の晴れ間　きこりん

庭の花　さちえ

神庭の滝の新スポット　滝小僧

広場広場

　絵画、イラスト、書、写真などを募集してい
ます。住所、氏名、電話番号を書いてくださ
い。ペンネームを希望される場合も連絡先と
氏名が書いてあることが必要です。
　「投稿！言いたい」は200字以内にまとめ、
ご応募ください。文責として氏名を掲載しま
す。誹謗中傷等の内容や紙面の都合上、掲
載できない場合があります。
応募先  真庭市議会
宛先:24ページの帯欄に記載しています

BO
集

真庭市での新型コロナワク
チンの接種では、市民の皆

様には、大変な混乱が生じました。市議の方は、迅速
に市民の窮状を市役所や医師会に伝えて欲しいと
思います。実際、市議の方が面会にこられ、蒜山地区
の接種率が低い事を訴えて、蒜山の集団接種が始ま
りました。コロナワクチン接種への議員の熱意に差
があります。より多くの議員が、困っている市民に寄
り添い、市役所や医師会を動かす存在であって欲し
いものです。（米田昌道）

投稿！言いたい

23

議
報
会

広



解
者
の
中
か
ら
10
人
に
「
ま
に

ぞ
う
マ
グ
ネ
ッ
ト
」
が
当
た
り
ま

す
。
は
が
き
に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
・

氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載
し
て
い

る
真
庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
締
切
り
は
８
月

31
日（
火
）で
す
。

　

前
号
の
応
募

総
数
は
12
通
で
、

正
解
者
11
人
で
し

た
。
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

８８
月月
3131
日日
㈫
ま
で
㈫
ま
で

　
12
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
、
11
月
30

日（
火
）ま
で
で
す
。来
年
３
月
定
例
会
の
締
切
は
１
月

31
日
（
月
）、
来
年
６
月
定
例
会
の
締
切
は
５
月
31
日

（
火
）、様
式
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。た
だ
し
、
土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の

閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

　
市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き

は
、誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、

陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

９
月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は

GREENable HIRUZENが
オープンしたのは

〇

本
会
議（
開
会・提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

　
　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

17
日（
金
）

14
日（
火
）15
日（
水
）

３
日

８
日

９
日

10
日

13
日

16
日

21
日

27
日

９
月

（
金
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
木
）

（
火
）

（
月
）

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

■
正
式
に
は
８
月
26
日（
木
）の
議
会
運
営
委
員
会
で

　
決
定
し
ま
す
。

ちょっと
１ 枚

▶
626
湯
原
温
泉
エ
ー
ル
花
火　
福
山
美
咲

問 題

発
行　
真
庭
市
久
世
２
９
２
７
‐
２　
真
庭
市
議
会

令
和
３
年
８
月
１
日
発
行

〒
７
１
９
ー

３
２
９
２

第

号
65

TEL（
0867）42-1272　

FA
X（

0867）42-1420
U

RL　
https://w

w
w

.city.m
aniw

a.lg.jp/（
真

庭
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
E

メ
ー

ル
　

gikai@
city.m
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a.lg.jp

真庭市議会HP
をご覧ください
議会広報も第１号
から掲載しています

正

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

事
務
局

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

𠮷
原　
啓
介

黒
川　
　
愛

伊
賀　
基
之

大
月　
説
子

緒
形　
　
尚

森
脇　
正
和

池
田　
政
師

真
庭
市
議
会
定
例
会
は
、
真
庭
い
き

い
き
テ
レ
ビ「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」の
サ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル（
１
２
２
）
で
生
中
継
し
て

い
ま
す
。一般
質
問
や
各
常
任
委
員

会
付
託
案
件
審
査
は
録
画
し
後
日

放
送
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を

ご
視
聴
く
だ
さ
い

QUIZ
GIKAI

９
月
９
月
３３
日
㈮
か
ら

日
㈮
か
ら
９
月
９
月
2727
日
㈪
日
㈪

月
定
例
会

月
定
例
会
はは

９

24

ワンチームで
議会改革を

　
真
庭
市
議
会
は
、
平
成
24
年
12
月
６
日
に

真
庭
市
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
平
成
28

年
12
月
に
改
正
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
条
例

で
は
、議
会
及
び
議
員
の
役
割
、行
動
指
針
等

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
負

託
に
応
え
、市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、豊

か
な
真
庭
市
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
24
条
の
活
動
方
針
を
定
め
て
い

ま
す
。こ
の
条
例
に
基
づ
き
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、市
民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
、議
員
全
員

が
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。堀
公
俊
ら
に

よ
る
と
、チ
ー
ム
と
は
組
織
で
あ
り
グ
ル
ー
プ（
集
団
）で
は

な
い
。チ
ー
ム
に
は
、「
共
通
の
枠
組
み（
例：目
的
の
共
有
）」

「
協
働
す
る
意
欲
」「
意
思
や
行
動
の
調
整
」３
つ
の
特
徴
が

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
一
方
議
員
は
、
４
年
ご
と
に
選
挙
で
市
民
か
ら
の
洗
礼

を
受
け
る
た
め
、「
一
人
親
方
」と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。様
々
な
個
性
を
持
つ
24
人
の
一
人
親
方
を
、
市
民

の
福
祉
の
向
上
を
図
る
と
い
う
目
的
の
基
、ワ
ン
チ
ー
ム
に

す
る
た
め
に
は
、意
志
や
行
動
を
調
整
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
重
要
に
な
り
ま
す
。我
々
の
年
代
は
、
指
示
型
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
育
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、ワ
ン

チ
ー
ム
に
な
る
た
め
の
調
整
型
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発

揮
で
き
に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、
一
歩
ず
つ
前

進
す
る
た
め
に
は
、「
課
題
を
明
示
す
る
」「
議
論
す
る
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
」な
ど
の
場
づ
く
り
か
ら
始
め

る
の
も
一
手
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
文
責・大
月
）

日７月


